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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

■　

Ｊ
Ｒ
北
労
組

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
２
月
９
日
、

札
幌
市
内
で
第
16
回
拡
大
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
当
面
の
活

動
方
針
を
決
定
し
た
。
執
行
部

を
代
表
し
て
昆
弘
美
中
央
執
行

委
員
長
は
挨
拶
に
立
ち
、
２
０

１
９
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て

は
Ｊ
Ｒ
連
合
方
針
に
基
づ
き
、

「
統
一
闘
争
」
と
し
て
「
総
合

生
活
改
善
闘
争
」
に
総
力
を
傾

注
し
て
い
く
と
強
く
語
っ
た
。

　

２
月
12
日
、
賃
金
引
上
げ
を

は
じ
め
と
す
る
労
働
条
件
改
善

等
に
関
す
る
要
求
書
を
会
社
へ

提
出
し
た
。
基
準
内
賃
金
３
０

０
０
円
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
・
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
社
員
の
賃
金
引
き
上
げ
、

　

Ｊ
Ｒ
各
単
組
で
は
、
２
月
５
日
に
開
催
し
た
Ｊ
Ｒ
連
合
第

31
回
中
央
委
員
会
以
降
、
各
単
組
に
お
け
る
中
央
委
員
会
を

開
催
し
、
今
春
季
生
活
闘
争
の
方
針
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、各

社
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行
い
、
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
」
の
実
現
に
む
け
た
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

各
種
手
当
改
善
・
新
設
、
５
０

歳
以
上
の
社
員
や
エ
ル
ダ
ー
ス

タ
ッ
フ
社
員
に
対
す
る
労
働
条

件
改
善
を
は
じ
め
、
育
児
・
介

護
制
度
の
改
善
等
、
全
70
項
目

に
わ
た
っ
て
要
求
し
た
。

■　

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
２
月
12

日
、
東
京
都
内
で
第
５
回
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
当
面
の
活

動
方
針
を
決
定
し
た
。
と
り
わ

け
、本
委
員
会
で
は
「
変
革
２

０
２
７
」
で
会
社
が
打
ち
出
し

た
働
き
方
を
真
摯
に
討
議
し
、

職
場
の
中
か
ら
の
実
践
を
通
じ

て
、
将
来
に
向
け
て
安
心
し
て

親
し
ま
れ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
継

承
し
て
い
く
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
意
思
統
一
が
図
ら
れ
た
。

　

同
日
「
賃
金
引
き
上
げ
」

「
諸
労
働
条
件
改
善
」
「
夏
季

手
当
支
払
い
」
に
つ
い
て
要
求

書
を
会
社
に
提
出
し
た
。
６
年

連
続
の
ベ
ア
獲
得
を
め
ざ
す
と

と
も
に
労
働
組
合
の
あ
り
方
を

広
く
訴
え
て
、
正
々
堂
々
、
一

丸
と
な
っ
て
果
敢
に
臨
む
と
と

も
に
、
組
織
拡
大
と
連
動
し
た

運
動
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。

■　

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
２
月

７
日
、
京
都
市
内
で
第
33
回
定

期
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
新

た
な
中
期
目
標
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

 

Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ　

⇒

２
０
２
７
」

で
掲
げ
た
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

（
安
全
の
確
立
・
組
織
の
活
性

化
・
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

の
実
現
）
に
基
づ
く
当
面
の
活

動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

翌
日
８
日
、
「
賃
金
引
き
上

げ
と
夏
季
手
当
及
び
諸
労
働
条

件
改
善
の
要
求
書
」
を
会
社
へ

提
出
し
た
。
月
例
賃
金
総
額
６

０
０
０
円
以
上
の
引
き
上
げ
な

ど
を
掲
げ
、
Ｊ
Ｒ
東

海
グ
ル
ー
プ
を
支
え

る
仲
間
の
労
働
条
件

を
引
き
上
げ
、
グ
ル
ー

プ
の
繁
栄
と
成
長
の

実
現
を
志
向
す
る
取

り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
。

■　

Ｊ
Ｒ
西
労
組

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
２

八木代表幹事の音頭で「93単組が団結してがんば
ろう」

月
７
日
、
大
阪
市
内
で
第
37
回

中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
当
面

す
る
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山

市
朗
中
央
執
行
委
員
長
は
、
２

０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い

て
「
働
く
側
か
ら
も
、
職
場
の

あ
る
べ
き
姿
や
賃
金
・
処
遇
の

水
準
に
到
達
す
る
た
め
の
視
点

か
ら
協
議
を
強
化
し
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
た
。

　

翌
日
８
日
に
春
季
生
活
闘
争

要
求
を
会
社
へ
申
し
入
れ
、
ベ

ア
３
０
０
０
円
と
年
間
臨
給
５
・

７
ヵ
月
を
柱
と
す
る
賃
金
引
き

上
げ
要
求
と
、
諸
手
当
・
働
き

方
改
革
と
あ
わ
せ
た
総
合
生
活

改
善
闘
争
を
展
開
し
て
い
く
。

■　

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
２
月
８
日
、

香
川
県
宇
多
津
町
内
で
第
32
回

定
期
本
部
委
員
会
を
開
催
し
、

当
面
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

執
行
部
を
代
表
し
て
、
中
濱
斉

執
行
委
員
長
は
「
Ｊ
Ｒ
四
国
と

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
、
す

べ
て
の
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
の

責
任
組
合
と
し
て
、
雇
用
確
保

を
前
提
と
し
た
労
働
条
件
向
上

に
む
け
て
、
２
０
１
９
春
季
生

活
闘
争
に
全
力
で
取
り
組
む
」

と
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
月
12
日
、
純
ベ
ア
３
０
０

０
円
の
賃
金
引
き
上
げ
と
時
短

及
び
制
度
改
善
、
さ
ら
に
夏
季

手
当
の
基
準
内
賃
金
の
２
・
３
ヵ

月
分
の
要
求
書
を
会
社
に
提
出

し
た
。

■　

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
２
月
８
日
、

福
岡
市
内
で
第
31
回
定
期
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
安
全
の
確

立
、
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

勝
利
、
政
策
課
題
の
解
決
、
統

一
地
方
選
挙
や
参
議
院
議
員
選

挙
に
お
け
る
推
薦
議
員
の
勝
利

に
む
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
柱

と
す
る
、
「
当
面
す
る
活
動
方

針
」
を
決
定
し
た
。

　

同
月
12
日
、
「
２
０
１
９
年

度
新
賃
金
等
の
要
求
」
「
２
０

１
９
年
度
夏
季
手
当
の
要
求
」

を
会
社
へ
申
し
入
れ
た
。
「
中

期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
『
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
１
８
』
」
に
基
づ

く
最
後
の
闘
い
と
し
て
「
あ
る

べ
き
働
き
方
」
の
到
達
目
標
達

成
に
む
け
た
総
仕
上
げ
と
「
職

場
の
働
き
方
改
善
提
言
」
の
具

現
化
に
む
け
展
開
し
て
い
く
。

■　

貨
物
鉄
産
労

　

貨
物
鉄
産
労
は
、
２
月
８
日
、

尾
張
一
宮
市
内
で
第
32
回
中
央

委
員
会
を
開
催
し
、
当
面
す
る

活
動
方
針
を
決
定
し
た
。
２
０

１
９
春
季
生
活
闘
争
は
、
「
純

ベ
ア
３
０
０
０
円
」
「
期
末
手
当

年
間
４
・
５
ヵ
月
以
上
（
夏
季

２
・
１
ヵ
月
以
上
）
」
を
柱
に
、

嘱
託
社
員
・
パ
ー
ト
社
員
の
賃

金
引
き
上
げ
や
総
合
生
活
改
善

等
の
要
求
を
掲
げ
て
取
り
組
む
。

と
り
わ
け
、
19
年
ぶ
り
に
ベ
ア

を
獲
得
し
た
昨
年
に
続
い
て
２

年
連
続
ベ
ア
を
め
ざ
す
。

　

同
月
13
日
に
は
会
社
に
要
求

書
を
提
出
し
、
「
２
年
連
続
鉄

道
事
業
黒
字
も
達
成
し
、
昨
年

の
自
然
災
害
で
は
多
大
な
損
失

を
出
し
た
が
、
通
期
見
通
し
で

は
20
億
近
い
経
常
利
益
を
出
せ

る
。
こ
れ
は
社
員
の
頑
張
り
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
」
と

主
張
し
た
。

◇

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
連
合
の
一
員

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と

も
に
、
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
）」

の
最
終
年
度
と
し
て
、
す
べ
て

の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
と
っ
て
、

あ
る
べ
き
働
き
方
と
目
標
賃
金

到
達
を
実
現
す
る
た
め
、
「
月

例
賃
金
の
引
き
上
げ
」
を
基
軸

と
し
つ
つ
、
す
べ
て
の
労
働
条

件
を
点
検
し
改
善
を
図
る
「
総

合
生
活
改
善
闘
争
」
に
、
各
単

組
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
た

「
統
一
闘
争
」
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、
２
月
13
日
、
大
阪
市
内
で

２
０
１
９
春
闘
総
決
起
集
会
を

開
催
し
た
。
集
会
に
は
、
グ
ル
ー

プ
労
組
の
代
表
な
ど
２
０
０
人

が
結
集
し
、
グ
ル
ー
プ
93
単
組

が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
果
敢
に

闘
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
八
木
大
星
代
表

幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
・
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組
執
行
委
員
長
）

は
、
「
グ
ル
ー
プ
会
社
の
慢
性

的
な
人
手
不
足
の
解
消
に
は
、

諸
労
働
条
件
の
改
善
を
含
め
た

『
人
へ
の
投
資
』
が
不
可
欠
」

と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
今

春
闘
に
お
い
て
も
月
例
賃
金
の

引
き
上
げ
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ

る
考
え
を
述
べ
た
。
ま
た
、
働

き
方
改
革
関
連
法
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
触
れ
、
「
労
使
で
法

律
に
関
す
る
認
識
を
共
有
し
、先

行
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
が
必

要
だ
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、組

合
員
が
「
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
働

い
て
い
て
良
か
っ
た
」「
労
働
組

合
に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
成
果
を
獲
得
す

る
た
め
、
加
盟
全
単
組
が
会
社

へ
要
求
書
を
提
出
し
、
精
力
的

に
労
使
協
議
を
行
う
こ
と
を
要

請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
松
岡
裕
次

会
長
が
出
席
し
、
２
０
１
８
春

闘
を
上
回
る
成
果
の
獲
得
に
む

け
た
最
大
限
の
支
援
を
表
明
し

た
上
で
、
「
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟
１

０
０
単
組
が
一
丸
と
な
っ
て
闘

い
抜
こ
う
」
と
奮
起
を
促
し
た
。

　

続
い
て
、
幹
事
会
が
Ｊ
Ｒ
連

と
と
も
に
、
今
春
闘
に
対
す
る

決
意
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」

を
採
択
し
、
最
後
に
八
木
代
表

幹
事
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
２

０
１
９
春
闘
勝
利
に
む
け
た
気

勢
を
あ
げ
た
。

合
第
31
回
中
央

委
員
会
で
決
定

し
た
グ
ル
ー
プ

労
組
２
０
１
９

春
闘
方
針
を
提

起
し
、
方
針
に

基
づ
い
た
取
り

組
み
を
要
請
。

各
分
科
会
の
代

表
者
か
ら
は
、

グ
ル
ー
プ
会
社

の
厳
し
い
現
状

が
報
告
さ
れ
る

上：ＪＲ四国労組第32回定期本部委員会
中：ＪＲ九州労組第31回定期中央委員会
下：貨物鉄産労第32回中央委員会

上：ＪＲ北労組第16回拡大中央委員会
中：ＪＲＥユニオン第５回中央委員会
下：ＪＲ東海ユニオン第33回定期中央委員会

ＪＲ西労組第37回中央委員会

春
季
生
活
闘
争
の
闘
い
に

　
　
　
　
　
　
　

93
単
組
が
意
思
統
一

Ｊ
Ｒ
各
単
組

    

春
季
生
活
闘
争
要
求
申
し
入
れ

グループ会社の将来のため
「人への投資」が不可欠

ＪＲグループ労組連絡会
２０１９春闘総決起集会

グループ会社の将来のため
「人への投資」が不可欠

ＪＲグループ労組連絡会
２０１９春闘総決起集会

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

月
例
賃
金
６
０
０
０
円
以
上
引
上
げ

ベ
ア
３
０
０
０
円
・
労
働
条
件
改
善
め
ざ
す

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

月
例
賃
金
６
０
０
０
円
以
上
引
上
げ

ベ
ア
３
０
０
０
円
・
労
働
条
件
改
善
め
ざ
す

２０１９春季生活闘争要求状況表

単組名
2019年 昨年実績

要求日 要　求 ベア
（賃金改善） 一時金賃上げ 一時金

平
均

ＪＲ北労組 2月12日

ＪＲ連合
統一要求

月例賃金
引上げ
6,000円
以上

ベア
3,000円

－ － 夏2.02ヵ月

ＪＲＥユニオン 2月12日 夏3.2ヵ月
6月28日支払

1,328円
（平均） 夏2.91ヵ月

個
別 ＪＲ東海ユニオン 2月8日 夏3.1ヵ月

6月28日支払 1,300円 夏3.05ヵ月

平
均

ＪＲ西労組 2月8日 年5.7ヵ月 1,200円 年5.66ヵ月

ＪＲ四国労組 2月12日 夏2.3ヵ月
7月5日支払 － 夏1.94ヶ月

ＪＲ九州労組 2月12日
夏3.0ヵ月

55歳以上加算
6月28日支払

300円 夏2.52ヵ月

貨物鉄産労 2月13日
年間

4.5ヵ月以上
（夏2.1ヵ月以上）

300円
夏1.65ヵ月
＋

0.08ヵ月
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ら
の
動
議
や
申
請
は
す
べ
て
否

決
さ
れ
、
３
地
本
の
孤
立
化
が

際
だ
つ
形
と
な
っ
た
。
未
だ
に

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
内
部
対
立
に
明

け
暮
れ
て
体
質
は
一
層
悪
化
し
、

も
は
や
組
織
と
し
て
の
体
を
成

し
て
い
な
い
と
も
言
え
よ
う
。

　

３
地
本
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
現
執
行
部

を
痛
烈
に
批
判
す
る
情
報
を
発

信
し
て
お
り
、
「
第
37
回
臨
時

大
会
で
改
正
し
た
規
約
・
諸
規

則
の
是
正
を
求
め
る
３
地
本
の

見
解
」（
２
月
５
日
付
）
で
は
、

「
中
央
本
部
が
そ
の
違
法
性
を

受
け
止
め
是
正
し
な
い
の
で
あ

れ
ば
『
組
合
員
の
利
益
』
を
守

る
た
め
に
、
是
正
に
向
け
た
法

的
措
置
の
準
備
に
入
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
と
し
て
お
り
、
現
執

行
部
と
３
地
本
の
内
部
対
立
の

更
な
る
激
化
が
見
込
ま
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の

持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、

民
主
的
な
労
働
組
合
と
健
全
で

建
設
的
な
労
使
関
係
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
一

度
、
労
働
組
合
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
訴
え
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一
元

化
・
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
を

果
た
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

か
、「
①
運
動
方
針
（
案
）
の
規

約
・
諸
規
則
の
改
正
、
②
運
動

方
針
（
案
）
の
不
当
労
働
行
為
、

③
労
働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
、

④
19
春
闘
へ
向
け
た
取
り
組
み
」

の
４
件
の
修
正
動
議
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
現
執
行
部
と
の
対
立

を
顕
わ
に
し
て
き
た
東
京
・
八

王
子
・
水
戸
の
３
地
本
の
中
央

委
員
ら
が
提
出
し
た
動
議
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

制
裁
審
査
委
員
会
の
設
置
を
申

請
し
、
前
東
京
地
本
委
員
長
を

統
制
委
員
会
に
か
け
た
執
行
部

役
員
ら
を
制
裁
す
る
よ
う
に
求

め
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ

０
０
０
人
い
た
組
合
員
が
、
今

年
１
月
現
在
、
１
万
１
９
７
０

人
と
、
「
わ
ず
か
１
年
近
く
で

４
分
の
１
」
に
な
っ
た
と
し
、

組
合
員
の
大
量
脱
退
の
経
緯
に

つ
い
て
「
活
動
へ
の
参
加
や
組

合
費
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
組

合
へ
の
不
満
が
、
ス
ト
通
告
を

契
機
に
一
気
に
噴
出
し
た
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
労
組
関
係

者
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
。

　

「
４
分
の
１
」
に
な
っ
た
Ｊ

Ｒ
東
労
組
は
、
２
月
８
日
、

「
第
45
回
定
期
中
央
委
員
会
」

を
開
催
し
た
。
同
労
組
の
機
関

紙
に
よ
る
と
、
議
長
に
対
す
る

不
信
任
動
議
が
提
出
さ
れ
た
ほ

　

２
月
19
日
、
共
同
通
信
が

「
『
非
組
合
員
』
（
※
）
７
割

の
衝
撃
度
Ｊ
Ｒ
東
日
本　

１
年

前
の
〝
き
っ
か
け
〟
」
（
※
労

組
に
加
入
し
て
い
な
い
社
員
を

指
し
て
い
る
）
と
報
じ
た
。
記

事
に
は
、
２
月
５
日
に
行
っ
た

Ｊ
Ｒ
東
日
本
深
澤
社
長
の
定
例

記
者
会
見
の
最
後
に
「
ど
の
労

組
に
も
加
入
し
て
い
な
い
社
員

が
つ
い
に
７
割
近
く
に
達
し
た
」

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
集
ま
っ
た
記

者
た
ち
が
息
を
飲
ん
だ
と
、
事

の
重
大
性
を
表
し
た
。
そ
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
現
状
に
つ
い
て

は
、
昨
年
２
月
時
点
で
４
万
７

特　集

未
加
入
者
７
割
の
衝
撃
と

内
部
対
立
続
く
Ｊ
Ｒ
東
労
組

民
主
化
闘
争 
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今国会における政策課題について、ＪＲ連合の課題認識を示
し、各議員との意見交換を図った。

「共同通信」Webサイトより（見出し波線はＪＲ連合加筆）

第８回女性役員意見交換会
女性活躍にむけ
法案審議も見据えた活発な議論

兵
庫
県
議
会
議
員

　  

栗
　
山
　
雅
　
史 

さ
ん

地方議員団
紹介

【ＪＲ西労組】

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
皆
さ
ま
、
兵
庫
県
議
会
議

員
を
務
め
て
お
り
ま
す
栗
山
雅
史
と
申
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
３
年
に
28
歳
で
西
宮
市
議

会
議
員
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
２
期

８
年
、
そ
し
て
２
０
１
１
年
に
36
歳
で
兵

庫
県
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
現
在
２
期
８
年
目
を
終
え
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
４
月
に
は
統
一
地
方
選

挙
「
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
」
に
３
期
目
を

め
ざ
し
て
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
の
お
付
き
合
い
が
始
ま
っ

た
の
は
、
私
の
妻
が
本
社
創
造
本
部
に
勤

務
し
て
お
り
、
そ
の
ご
縁
で
ご
挨
拶
に
伺
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
以
後
、

私
自
身
に
対
し
て
も
家
族
の
よ
う
に
温
か

対
し
て
し
っ
か
り
と
結
果
で
お
返
し
で
き

る
よ
う
に
、
全
身
全
霊
で
頑
張
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

選
挙
区
は
、
甲
子
園
球
場
の
あ
る
「
兵

庫
県
西
宮
市
」
で
す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

く
接
し
て
い
た
だ
き
、
仲
間
の
一
員
と
し

て
お
迎
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
所

属
す
る
神
戸
地
本
や
本
社
総
支

部
、大
阪
地
本
、
福
知
山
地
本
、

京
都
地
本
な
ど
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
朝
の
駅
立
ち
活
動
を
は
じ

め
、
こ
の
３
年
半
、
様
々
に
交

流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
組
織
内
議
員
と
し
て
初
め

て
臨
む
選
挙
で
す
。
こ
ん
な
に

心
強
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
選
挙
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
多
く
の
ご
指
導
、
ご
支
援
に

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
２
月
19
日
、

第
68
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

談
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員

懇
会
長
の
榛
葉
賀
津
也
参
議
院

議
員
は
、
直
近
の
政
治
情
勢
と

し
て
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

問
題
に
関
す
る
国
会
審
議
に
触

れ
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ

二
島
・
貨
物
会
社
の
経
営
安
定

化
を
は
じ
め
と
し
て
「
鉄
道
産

業
を
支
え
る
鉄
道
行
政
が
前
に

進
む
よ
う
取
り
組
み
た
い
」
と

決
意
を
表
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
松
岡
裕
次

会
長
は
、
参
議
院
本
会
議
で
の

榛
葉
会
長
の
代
表
質
問
で
鉄
道

の
重
要
性
に
つ
い
て
発
言
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
て
御
礼
を
述
べ

つ
つ
、
こ
の
間
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会

議
員
懇
と
連
携
し
な
が
ら
各
種

課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
し
、

引
き
続
き
の
支
援
と
協
力
を
お

願
い
し
た
。
加
え
て
、
本
年
は

「
選
挙
Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ
」
で
あ
る
と

し
て
、
「
榛
葉
会
長
・
長
浜
幹

事
を
最
重
点
候
補
と
し
て
必
勝

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

力
強
く
決
意
を
語
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
２
０
１
９
年
度

予
算
・
税
制
改
正
へ
の
要
望
事

項
、
自
然
災
害
に
よ
る
鉄
道
被

災
に
関
す
る
政
策
要
望
に
つ
い

て
の
要
請
行
動
、
そ
の
成
果
と

し
て
の
税
制
特
例
延
長
決
定
な

ど
を
報
告
し
た
上
で
、
今
通
常

国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
政

策
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
本
年
予
定
さ

れ
て
い
る
第
25
回
参
議
院
議
員

選
挙
、
第
19
回
統
一
地
方
選
挙

へ
の
対
応
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一

元
化
に
む
け
た
組
織
課
題
を
確

認
し
合
っ
た
。
と
り
わ
け
、
整

備
新
幹
線
関
連
予
算
案
と
し
て
、

北
陸
新
幹
線
の
調
査
に
加
え
、

新
大
阪
駅
の
地
下
ホ
ー
ム
や
単

線
に
よ
る
新
幹
線
整
備
に
つ
い

て
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
さ
ら
な
る
推
進
に
む

け
た
体
制
強
化
に
つ
い
て
も
協

議
し
た
。

　

参
加
議
員
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
労

働
界
の
最
近
の
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
は
、
一
層
の
民
主
化
闘
争

の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
と
も

に
、
民
主
的
な
労
働
組
合
と
健

全
な
労
使
関
係
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
説
明
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
を
中

心
と
し
て
関
係
各
議
員
と
連
携

し
、
参
院
選
・
統
一
地
方
選
で

の
勝
利
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る

体
制
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
２
月
５
日
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
静
岡
地
本
会

議
室
で
第
８
回
女
性
役
員
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

の
女
性
役
員
８
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
北
村
公
次
労
働
政
策

部
長
が
、
昨
年
12
月
に
労
働
政

策
審
議
会
雇
用
環
境
・
均
等
分

科
会
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書

の
概
要
と
、
今
春
季
生
活
闘
争

に
お
け
る
男
女
平
等
参
画
推
進

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
提
起
し
、

具
体
的
な
活
動
を
要
請
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、

参
加
者
か
ら
各
単
組
に
お
け
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
他
、
さ
ら
な
る
意
見
交
換
会

の
充
実
に
む
け
た
開
催
方
法
の

見
直
し
や
女
性
役
員
の
育
成
・

定
着
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画

の
進
捗
等
、
広
範
に
亘
っ
て
活

発
な
議
論
を
展
開
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
、

「
第
３
次
男
女
平
等
参
画
行
動

計
画
」
で
掲
げ
た
行
動
目
標
・

数
値
目
標
の
達
成
に
む
け
て
取

り
組
む
と
と
も
に
、
第
１
９
８

回
通
常
国
会
で
提
出
予
定
の

関
連
法
案
（
女
性
活
躍
推
進

法
・
労
働
施
策
総
合
推
進
法
等
）

の
審
議
等
に
も
注
視
し
、
必
要

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

JR西労組の仲間と絆を深める栗山県議（右から2人目）

第
68
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会

統
一
地
方
選
・
参
院
選
勝
利
へ
意
思
統
一

Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
む
け
確
実
に
前
へ

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用


